
様式第２号の１－②【 実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 

学校名 大原簿記情報ビジネス医療福祉保育専門学校甲府校 
設置者名 学校法人大原学園 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

商業実務専門課

程 

経理本科２年制

学科コンピュー

タビジネスコー

ス 

夜 ・

通信 
870 単位時間 160 単位時間

経理本科２年制

学科情報技術コ

ース 

夜 ・

通信 
1740 単位時間 160 単位時間

経理本科２年制

学科医療事務コ

ース 

夜 ・

通信 
870 単位時間 160 単位時間

経理本科２年制

学科税理士コー

ス 

夜 ・

通信 
240 単位時間 160 単位時間

ビジネス専攻学

科 

夜 ・

通信 
120 単位時間 80 単位時間

教育・社会福祉専

門課程 

介護福祉学科 
夜 ・

通信 
2134 単位時間 160 単位時間

こども保育学科 
夜 ・

通信 
1635 単位時間 160 単位時間

保育専攻学科 
夜 ・

通信 
150 単位時間 80 単位時間

（備考） 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ＨＰにて授業科目一覧を公開。 

掲載 URL：https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/



３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由）



様式第２号の２－①【 -①学外者である理事の複数配置】 

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 

学校名 大原簿記情報ビジネス医療福祉保育専門学校甲府校 
設置者名 学校法人大原学園 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

ホームページにて公表 

URL: https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/officer_list.pdf

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
司法書士事務所 

所長 

2019.4.1 ～

2023.3.31 

法人運営における

法務的な検証、管理

非常勤 

Web デザイン・システム

開発・印刷関連企業 

代表 

2019.4.1 ～

2023.3.31 

学生募集、教材開発

への助言 

非常勤 
前：不動産関連企業 

代表 

2019.4.1 ～

2023.3.31 

校舎等学習環境の

整備への助言 

（備考）



様式第２号の３【 厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

学校名 大原簿記情報ビジネス医療福祉保育専門学校甲府校 

設置者名 学校法人大原学園 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

１．作成について 

授業計画（シラバス）について毎年度、学科会議により授業科目の設定・講義内容

についての検討に基づき、各授業（各学科）担当教員により作成を行っている。なお、

専門分野に関する企業、団体等との連携により教育課程編成委員会を設け意見交換を

行い、取り入れるべき技術要素の提案および改善点の指摘を受け、期末に見直しと内

容の更新を行い、各授業科目の内容に反映させている。 

授業計画（シラバス）を作成する際に、「授業計画（シラバス）作成ガイドライン」 

を定め、各教員はガイドラインに従って授業計画（シラバス）を作成している。 

２．公表について 

学則に定める教育課程は、前々年度の理事会にて承認決定されている。これに基づく

具体的な授業計画（シラバス）については、前年に担当教員が作成して学内承認後、

当該年度４月にＨＰ上に公開している。

授業計画書の公表方法 
学校法人大原学園ＨＰ 情報公開ページにて公開する。 

掲載 URL：https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学則において、出席、試験、成績、進級および卒業要件について規定し、当該規定

を遵守して各学生の学修成果に対して厳格な評価を実施している。 

なお、学生に対しては当該規定を学生便覧に記載して周知を図っている。 

１．卒業について 

各課程・学科の修業年限に在籍し、所定の授業科目の履修を積み重ね、各課程・学

科の卒業に必要な授業科目および単位数を修得し、卒業審査に合格した者について卒

業できる。その場合には卒業証書を授与する。 

２．進級について 

進級の認定は、各学科の各学年において定める授業時間の履修及び単位の修得を行

い、かつ、出席状況等学習姿勢も考慮の上、進級判定委員会にて審査を行う。 

３．学業成績について 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業

内に行う効果測定、課題の提出等により評価する。 

なお、学業成績は、学期または必要に応じて、授業の出席状況とともに保護者宛に

通知する。 

４．授業について 

全ての授業科目において、出席・欠席・遅刻・早退を記録する。各課程・学科の授業

科目や授業時間、授業科目の単位数は、各課程・学科によって異なるため、入学後の

オリエンテーションや進級ガイダンスで学生に説明する。

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学業の達成度を客観的に評価するための指標として GPA（Grade Point Average）を

採用し、本校の成績評価に使用している。本校では GPA を基準に成績の分布状況の把

握に努めているほか、学生個人の就職や大学編入学への推薦等の際にも客観的指標と

して GPA を活用している。この客観的な成績評価指標については HPで公開するほか、

学生便覧にも記載して周知を図っている。 

（試験等） 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授

業内に行う効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校において必要と認

めた場合に限り、追試験又は再試験等を行うことがある。追試験は事故等やむを得

ない理由により試験等を受験しなかった者に対して行う。再試験は試験等受験の結

果、不合格となった者に対して実施する。 

（学業成績） 

学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０

点以上、優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満と

する。 

授業科目の成績は、前項の５種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に定める

基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法

学生に配布する「学生便覧」及び学校法人大原学園ＨＰ 情

報公開ページにて公開する。 

掲載 URL： https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

（卒業の認定） 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、以下に定める授業時数以上を履修し、かつ

以下に定める単位数以上を修得し、卒業審査に合格した者について、校長が行う。 

（１）経理本科２年制学科は１，７００時間（６２単位） 

（２）ビジネス専攻学科は８００時間（３０単位） 

（３）介護福祉学科は２，０７４時間（６８単位） 

（４）こども保育学科は１，７１０時間（７２単位） 

（５）保育専攻学科は８００時間（３０単位） 

各課程・学科の修業年限に在籍し、所定の授業科目の履修を積み重ね、各課程・学

科の卒業に必要な授業科目および単位数を修得し、卒業審査に合格した者について卒

業できる。その場合には卒業証書を授与する。 

① 卒業を認められる者のうち、文部科学大臣が認める所定の学科（１年制コース 

を除く）を修了した者は、「専門士」の称号を授与する。 

② それぞれの課程・学科に定められた授業科目および単位数などで一定の基準を 

満たしていない者は、追試などを受けなければ卒業できない。 

③ 卒業に関する要件は、各課程・学科によって異なるため、入学後のオリエンテ 

ーションや進級ガイダンスで説明する。 

（介護福祉士、保育士養成施設の修了認定） 

（１）介護福祉士 

本校が規定する卒業基準を満たすとともに、介護福祉士養成施設の修了基準を満

たすことで、介護福祉士国家試験の受験資格を得るものとする。 

なお、介護福祉士試験合格後に財団法人社会福祉振興・試験センターへ介護福祉

士として登録を行うことで、「介護福祉士」の名称を使用することが出来る。 

（２）保育士 

本校が規定する卒業基準を満たすとともに、保育士養成施設の修了基準を満たす

ことで、保育士として登録を行うための資格を得るものとする。 

なお、卒業後に都道府県知事委託保育士登録機関登録事務処理センターへ保育士

として登録を行うことで、「保育士」の名称を使用することが出来る。 

（３）養成施設の修了認定基準 

次に掲げる 3項目に基づき、校長がこれを認定する。 

① 履修時間の出席率が基準を満たしている者 

授業科目ごとの出席時間数が履修時間数の 3分の 2を満たす者 

実習の出席時間数が履修時間数の 5分の 4を満たす者 

② 授業科目ごとの学業成績で合格を修めた者 

③ 実習先施設で実習要件を満たしたと評価された者

卒業の認定に関する 

方針の公表方法

学生に配布する「学生便覧」及び学校法人大原学園ＨＰ 情

報公開ページにて公開する。 

掲載 URL： https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/



様式第２号の４－②【 財務・経営情報の公表（専門学校）】 

※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。

学校名 大原簿記情報ビジネス医療福祉保育専門学校甲府校 

設置者名 学校法人大原学園 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法

貸借対照表

ホームページで公表 

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/financial-

overview.pdf

収支計算書又は損益計算書 同上

財産目録 同上

事業報告書 同上

監事による監査報告（書） 同上

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

経理本科２年制学科 

コンピュータビジネ

スコース 

○ - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼間 

1700 単位時間

2,745 

単位時間 

1,830 

単位時間 

990 

単位時間 

0 

単位時間 

0 

単位時間 

5,565 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

200 人の内数 72 人 1 人 10 人の内数 0人 10人の内数

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）について毎年度、学科会議により授業科目の設定・講義内容

についての検討に基づき、各授業（各学科）担当教員により作成を行っている。なお、

専門分野に関する企業、団体等との連携により教育課程編成委員会を設け意見交換を

行い、取り入れるべき技術要素の提案および改善点の指摘を受け、期末に見直しと内

容の更新を行い、各授業科目の内容に反映させている。 

授業計画（シラバス）を作成する際に、「授業計画（シラバス）作成ガイドライン」

を定め、各教員はガイドラインに従って授業計画（シラバス）を作成している。

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業

内に行う効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校において必要と認めた

場合に限り、追試験又は再試験等を行うことがある。追試験は事故等やむを得ない理

由により試験等を受験しなかった者に対して行う。再試験は試験等受験の結果、不合



格となった者に対して実施する。 

学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０

点以上、優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満と

する。 

授業科目の成績は、前項の５種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に定める

基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、以下に定める授業時数以上を履修し、かつ

以下に定める単位数以上を修得し、卒業審査に合格した者について、校長が行う。 

経理本科２年制学科は１，７００時間（６２単位） 

進級の認定は、各学科の各学年において定める授業時間の履修及び単位の修得を行

い、かつ、出席状況等学習姿勢も考慮の上、進級判定委員会にて審査を行う。

学修支援等 

（概要） 

個別相談・指導等で対応するほか、学生の事情に応じ、家庭への電話、Ｅメール等で

連絡、個人面談、保護者との連携、専門家によるカウンセリング等を実施している。

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

49 人

（100％）

1人

（2.0％）

42 人

（85.7％）

6人

（12.2％）

（主な就職、業界等） 

㈱桔梗屋、甲府信用金庫、山梨トヨペット㈱、㈱ヨドバシカメラ、山梨パナソニック

システム㈱、㈱アマノ、㈱いちやまマート、㈱エイブル、ハイランドリゾート㈱ 他 

（就職指導内容） 

学内業界研究セミナーや就職ガイダンス等において履歴書やエントリーシートの書き

方、説明を実施、随時、個別面談を行っている。 

適性検査、就職模擬試験（筆記試験）と模擬面接を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 日本商工会議所主催簿記検定試験２級、Microsoft Office Specialist 2016、実務技

能検定協会主催サービス接遇検定２級、国内旅行業務取扱管理者試験、日本商工会議所

主催リテールマーケティング（販売士）検定試験３級、他 

（備考）（任意記載事項） 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  93 人 5 人 5.4％

（中途退学の主な理由） 

 母国への帰国（留学生 3名）、学習意欲の低下、入院 



（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の様子（出席状況、授業態度、交友関係、小テストの成績等）をクラス担任ミ

ーティングで共有し、注意を要する学生に対する支援策を都度実施している。 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

経理本科２年制学科 

情報技術コース 
○ - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼間 

1700 単位時間

930 

単位時間 

870 

単位時間 

1,980 

単位時間 

0 

単位時間 

0 

単位時間 

3,780 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

200 人の内数 51 人 1 人 10 人の内数 0人 10人の内数

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）について毎年度、学科会議により授業科目の設定・講義内容

についての検討に基づき、各授業（各学科）担当教員により作成を行っている。なお、

専門分野に関する企業、団体等との連携により教育課程編成委員会を設け意見交換を

行い、取り入れるべき技術要素の提案および改善点の指摘を受け、期末に見直しと内

容の更新を行い、各授業科目の内容に反映させている。 

授業計画（シラバス）を作成する際に、「授業計画（シラバス）作成ガイドライン」

を定め、各教員はガイドラインに従って授業計画（シラバス）を作成している。

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業

内に行う効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校において必要と認めた

場合に限り、追試験又は再試験等を行うことがある。追試験は事故等やむを得ない理

由により試験等を受験しなかった者に対して行う。再試験は試験等受験の結果、不合

格となった者に対して実施する。 

学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０

点以上、優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満と

する。 

授業科目の成績は、前項の５種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に定める

基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、以下に定める授業時数以上を履修し、かつ

以下に定める単位数以上を修得し、卒業審査に合格した者について、校長が行う。 

経理本科２年制学科は１，７００時間（６２単位） 

進級の認定は、各学科の各学年において定める授業時間の履修及び単位の修得を行

い、かつ、出席状況等学習姿勢も考慮の上、進級判定委員会にて審査を行う。

学修支援等 



（概要） 

個別相談・指導等で対応するほか、学生の事情に応じ、家庭への電話、Ｅメール等で

連絡、個人面談、保護者との連携、専門家によるカウンセリング等を実施している。

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

15 人

（100％）

0人

（0％）

11 人

（73.3％）

4人

（26.7％）

（主な就職、業界等） 

 ㈱ネオシステム、㈱エスエスワイ、㈱ワイ・シー・シー、㈱アルプスビジネスサービ

ス、ジャパンシステム㈱、㈱日本プレースメントセンター 他 

（就職指導内容） 

学内業界研究セミナーや就職ガイダンス等において履歴書やエントリーシートの書き

方、説明を実施、随時、個別面談を行っている。 

適性検査、就職模擬試験（筆記試験）と模擬面接を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 経済産業省基本情報技術者試験 

（備考）（任意記載事項） 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 42 人 3 人 7.1％

（中途退学の主な理由） 

 母国への帰国（留学生 1名）、持病の悪化 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の様子（出席状況、授業態度、交友関係、小テストの成績等）をクラス担任ミ

ーティングで共有し、注意を要する学生に対する支援策を都度実施している。 

また、クラス担当者以外にコースや学科の責任者及び就職・学習支援担当者による

個々の学生に適した指導、助言、相談等を実施している。 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

経理本科２年制学科 

医療事務コース 
○ - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼間 

1700 単位時間

1620 

単位時間 

1440 

単位時間 

450 

単位時間 

0 

単位時間 

0 

単位時間 

3510 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 



200 人の内数 86 人 0 人 10 人の内数 0人 10人の内数

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）について毎年度、学科会議により授業科目の設定・講義内容

についての検討に基づき、各授業（各学科）担当教員により作成を行っている。なお、

専門分野に関する企業、団体等との連携により教育課程編成委員会を設け意見交換を

行い、取り入れるべき技術要素の提案および改善点の指摘を受け、期末に見直しと内

容の更新を行い、各授業科目の内容に反映させている。 

授業計画（シラバス）を作成する際に、「授業計画（シラバス）作成ガイドライン」

を定め、各教員はガイドラインに従って授業計画（シラバス）を作成している。

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業

内に行う効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校において必要と認めた

場合に限り、追試験又は再試験等を行うことがある。追試験は事故等やむを得ない理

由により試験等を受験しなかった者に対して行う。再試験は試験等受験の結果、不合

格となった者に対して実施する。 

学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０

点以上、優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満と

する。 

授業科目の成績は、前項の５種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に定める

基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、以下に定める授業時数以上を履修し、かつ

以下に定める単位数以上を修得し、卒業審査に合格した者について、校長が行う。 

経理本科２年制学科は１，７００時間（６２単位） 

進級の認定は、各学科の各学年において定める授業時間の履修及び単位の修得を行

い、かつ、出席状況等学習姿勢も考慮の上、進級判定委員会にて審査を行う。

学修支援等 

（概要） 

個別相談・指導等で対応するほか、学生の事情に応じ、家庭への電話、Ｅメール等で

連絡、個人面談、保護者との連携、専門家によるカウンセリング等を実施している。

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

30 人

（100％）

0人

（0％）

25 人

（83.3％）

5人

（16.7％）

（主な就職、業界等） 

山梨県立中央病院、山梨勤労者医療協会、山梨厚生病院、貢川整形外科病院、恵信梨

北リハビリテーション病院、恵信甲府病院、塩山市民病院、一宮温泉病院 他 

（就職指導内容） 

学内業界研究セミナーや就職ガイダンス等において履歴書やエントリーシートの書き

方、説明を実施、随時、個別面談を行っている。適性検査、就職模擬試験（筆記試験）



と模擬面接を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

診療報酬請求事務能力認定試験（医科）、初任者研修、Microsoft Office Specialist、

医療請求事務能力認定試験、医療秘書実務能力認定試験、電卓技能検定試験 他 

（備考）（任意記載事項） 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  79 人 6 人 7.6％

（中途退学の主な理由） 

就職、学習意欲の低下、持病の悪化 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の様子（出席状況、授業態度、交友関係、小テストの成績等）をクラス担任ミ

ーティングで共有し、注意を要する学生に対する支援策を都度実施している。 

また、クラス担当者以外にコースや学科の責任者及び就職・学習支援担当者による

個々の学生に適した指導、助言、相談等を実施している。 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

経理本科２年制学科 

税理士コース 
○ - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼間 

1700 単位時間

2,580 

単位時間 

960 

単位時間 

0 

単位時間 

0 

単位時間 

0 

単位時間 

3,540 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

200 人の内数 11 人 0 人 10 人の内数 0人 10人の内数

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）について毎年度、学科会議により授業科目の設定・講義内容

についての検討に基づき、各授業（各学科）担当教員により作成を行っている。なお、

専門分野に関する企業、団体等との連携により教育課程編成委員会を設け意見交換を

行い、取り入れるべき技術要素の提案および改善点の指摘を受け、期末に見直しと内

容の更新を行い、各授業科目の内容に反映させている。 

授業計画（シラバス）を作成する際に、「授業計画（シラバス）作成ガイドライン」

を定め、各教員はガイドラインに従って授業計画（シラバス）を作成している。

成績評価の基準・方法 



（概要） 

 学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業

内に行う効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校において必要と認めた

場合に限り、追試験又は再試験等を行うことがある。追試験は事故等やむを得ない理

由により試験等を受験しなかった者に対して行う。再試験は試験等受験の結果、不合

格となった者に対して実施する。 

 学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９

０点以上、優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満

とする。 

授業科目の成績は、前項の５種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に定め

る基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 卒業の認定は、修業年限以上在学して、以下に定める授業時数以上を履修し、か

つ以下に定める単位数以上を修得し、卒業審査に合格した者について、校長が行う。

経理本科２年制学科は１，７００時間（６２単位） 

進級の認定は、各学科の各学年において定める授業時間の履修及び単位の修得を行

い、かつ、出席状況等学習姿勢も考慮の上、進級判定委員会にて審査を行う。

学修支援等 

（概要） 

個別相談・指導等で対応するほか、学生の事情に応じ、家庭への電話、Ｅメール等で

連絡、個人面談、保護者との連携、専門家によるカウンセリング等を実施している。

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

4 人

（100％）

0人

（0％）

4人

（100％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

 あいせ税理士法人、中山・久保嶋会計、小形会計事務所 

（就職指導内容） 

学内業界研究セミナーや就職ガイダンス等において履歴書やエントリーシートの書

方、説明を実施、随時、個別面談を行っている。 

適性検査、就職模擬試験（筆記試験）と模擬面接を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

税理士試験簿記論、税理士試験財務諸表論、全国経理教育協会主催簿記能力検定試験

上級、日本商工会議所主催簿記検定２級 他 

（備考）（任意記載事項） 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  7 人 1 人 14.3％



（中途退学の主な理由） 

 経済的理由による学費工面が叶わず、通信講座へ振替え 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の様子（出席状況、授業態度、交友関係、小テストの成績等）をクラス担任ミ

ーティングで共有し、注意を要する学生に対する支援策を都度実施している。 

また、クラス担当者以外にコースや学科の責任者及び就職・学習支援担当者による

個々の学生に適した指導、助言、相談等を実施している。 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 
ビジネス専攻学科 - - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1 年 昼間 

800 単位時間

1,200 

単位時間 

150 

単位時間 

180 

単位時間 

0 

単位時間 

0 

単位時間 

1,530 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10 人 0 人 0 人 0 人 3 人 3 人

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）について毎年度、学科会議により授業科目の設定・講義内容

についての検討に基づき、各授業（各学科）担当教員により作成を行っている。なお、

専門分野に関する企業、団体等との連携により教育課程編成委員会を設け意見交換を

行い、取り入れるべき技術要素の提案および改善点の指摘を受け、期末に見直しと内

容の更新を行い、各授業科目の内容に反映させている。 

授業計画（シラバス）を作成する際に、「授業計画（シラバス）作成ガイドライン」

を定め、各教員はガイドラインに従って授業計画（シラバス）を作成している。

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授

業内に行う効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校において必要と認め

た場合に限り、追試験又は再試験等を行うことがある。追試験は事故等やむを得ない

理由により試験等を受験しなかった者に対して行う。再試験は試験等受験の結果、不

合格となった者に対して実施する。 

学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０

点以上、優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満と

する。 

授業科目の成績は、前項の５種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に定める

基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、以下に定める授業時数以上を履修し、かつ

以下に定める単位数以上を修得し、卒業審査に合格した者について、校長が行う。 

ビジネス専攻学科は８００時間（３０単位）

学修支援等 



（概要） 

個別相談・指導等で対応するほか、学生の事情に応じ、家庭への電話、Ｅメール等で

連絡、個人面談、保護者との連携、専門家によるカウンセリング等を実施している。

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

0 人

（ ― ％）

0人

（ ― ％）

0人

（ ― ％）

0人

（ ― ％）

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 

学内業界研究セミナーや就職ガイダンス等において履歴書やエントリーシートの書き

方、説明を実施、随時、個別面談を行う。 

適性検査、就職模擬試験（筆記試験）と模擬面接を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（備考）（任意記載事項） 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 0 人 0 人 ― ％

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福

祉 

教育・社会福

祉専門課程 
介護福祉学科 ○ - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼間 

2074 単位時間

1098 

単位時間 

940 

単位時間 

456 

単位時間 

0 

単位時間 

0 

単位時間 

2,494 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40 人 18 人 1 人 2 人 3 人 5 人

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 



（概要） 

授業計画（シラバス）について毎年度、学科会議により授業科目の設定・講義内容

についての検討に基づき、各授業（各学科）担当教員により作成を行っている。なお、

専門分野に関する企業、団体等との連携により教育課程編成委員会を設け意見交換を

行い、取り入れるべき技術要素の提案および改善点の指摘を受け、期末に見直しと内

容の更新を行い、各授業科目の内容に反映させている。 

授業計画（シラバス）を作成する際に、「授業計画（シラバス）作成ガイドライン」

を定め、各教員はガイドラインに従って授業計画（シラバス）を作成している。

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業

内に行う効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校において必要と認めた

場合に限り、追試験又は再試験等を行うことがある。追試験は事故等やむを得ない理

由により試験等を受験しなかった者に対して行う。再試験は試験等受験の結果、不合

格となった者に対して実施する。 

学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０

点以上、優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満と

する。 

授業科目の成績は、前項の５種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に定める

基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、以下に定める授業時数以上を履修し、かつ

以下に定める単位数以上を修得し、卒業審査に合格した者について、校長が行う。 

介護福祉学科は２，０７４時間（６８単位） 

本校が規定する卒業基準を満たすとともに、介護福祉士養成施設の修了基準を満た

すことで、介護福祉士国家試験の受験資格を得るものとする。 

なお、介護福祉士試験合格後に財団法人社会福祉振興・試験センターへ介護福祉士と

して登録を行うことで、「介護福祉士」の名称を使用することが出来る。 

※養成施設の修了認定基準 

次に掲げる 3項目に基づき、校長がこれを認定する。 

① 履修時間の出席率が基準を満たしている者 

授業科目ごとの出席時間数が履修時間数の 3分の 2を満たす者 

実習の出席時間数が履修時間数の 5分の 4を満たす者 

② 授業科目ごとの学業成績で合格を修めた者 

③ 実習先施設で実習要件を満たしたと評価された者 

進級の認定は、各学科の各学年において定める授業時間の履修及び単位の修得を行

い、かつ、出席状況等学習姿勢も考慮の上、進級判定委員会にて審査を行う。

学修支援等 

（概要） 

個別相談・指導等で対応するほか、学生の事情に応じ、家庭への電話、Ｅメール等で

連絡、個人面談、保護者との連携、専門家によるカウンセリング等を実施している。

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 就職者数 その他 



（自営業を含む。）

13 人

（100％）

0人

（0％）

13 人

（100％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

グループホーム南岳荘、特別養護老人ホーム笑みの里、特別養護老人ホームゆめみど

り、やまなし勤労者福祉会、特別養護老人ホームしもべ荘、やさしい手甲府 他 

（就職指導内容） 

学内業界研究セミナーや就職ガイダンス等において履歴書やエントリーシートの書き

方、説明を実施、随時、個別面談を行っている。 

適性検査、就職模擬試験（筆記試験）と模擬面接を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

介護福祉士国家試験、レクリエーションインストラクター 

（備考）（任意記載事項） 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  24 人 3 人 12.5％

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の低下、持病の悪化 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の様子（出席状況、授業態度、交友関係、小テストの成績等）をクラス担任ミ

ーティングで共有し、注意を要する学生に対する支援策を都度実施している。 

また、クラス担当者以外にコースや学科の責任者及び就職・学習支援担当者による

個々の学生に適した指導、助言、相談等を実施している。 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福

祉 

教育・社会福

祉専門課程 
こども保育学科 ○ - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼間 

1710 単位時間

750 

単位時間 

1470 

単位時間 

240 

単位時間 

0 

単位時間 

30 

単位時間 

2,490 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80 人 67 人 0 人 3 人 2 人 5 人

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）について毎年度、学科会議により授業科目の設定・講義内容

についての検討に基づき、各授業（各学科）担当教員により作成を行っている。なお、

専門分野に関する企業、団体等との連携により教育課程編成委員会を設け意見交換を

行い、取り入れるべき技術要素の提案および改善点の指摘を受け、期末に見直しと内



容の更新を行い、各授業科目の内容に反映させている。 

授業計画（シラバス）を作成する際に、「授業計画（シラバス）作成ガイドライン」

を定め、各教員はガイドラインに従って授業計画（シラバス）を作成している。

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業

内に行う効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校において必要と認めた

場合に限り、追試験又は再試験等を行うことがある。追試験は事故等やむを得ない理

由により試験等を受験しなかった者に対して行う。再試験は試験等受験の結果、不合

格となった者に対して実施する。 

学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０

点以上、優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満と

する。 

授業科目の成績は、前項の５種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に定める

基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、以下に定める授業時数以上を履修し、かつ

以下に定める単位数以上を修得し、卒業審査に合格した者について、校長が行う。 

こども保育学科は１，７１０時間（７２単位） 

本校が規定する卒業基準を満たすとともに、保育士養成施設の修了基準を満たす

ことで、保育士として登録を行うための資格を得るものとする。 

なお、卒業後に都道府県知事委託保育士登録機関登録事務処理センターへ保育士と

して登録を行うことで、「保育士」の名称を使用することが出来る。 

※養成施設の修了認定基準 

次に掲げる 3項目に基づき、校長がこれを認定する。 

① 履修時間の出席率が基準を満たしている者 

授業科目ごとの出席時間数が履修時間数の 3分の 2を満たす者 

実習の出席時間数が履修時間数の 5分の 4を満たす者 

② 授業科目ごとの学業成績で合格を修めた者 

③ 実習先施設で実習要件を満たしたと評価された者 

進級の認定は、各学科の各学年において定める授業時間の履修及び単位の修得を行

い、かつ、出席状況等学習姿勢も考慮の上、進級判定委員会にて審査を行う。

学修支援等 

（概要） 

個別相談・指導等で対応するほか、学生の事情に応じ、家庭への電話、Ｅメール等で

連絡、個人面談、保護者との連携、専門家によるカウンセリング等を実施している。

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

26 人

（100％）

0人

（0％）

25 人

（96.2％）

1人

（3.8％）



（主な就職、業界等） 

国母保育園、竜王あら川保育園、高田保育園、登美保育園、あおぞら保育園、きらき

ら保育園、上河東保育園、乳児院ひまわり、児童養護施設めだかの学校ジュニア、放課

後等デイサービス ハッピーハグ、小さき花幼稚園、ウブントゥ忍野の森 他 

（就職指導内容） 

学内業界研究セミナーや就職ガイダンス等において履歴書やエントリーシートの書き

方、説明を実施、随時、個別面談を行っている。 

適性検査、就職模擬試験（筆記試験）と模擬面接を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

保育士、おもちゃインストラクター、レクリエーションインストラクター 

（備考）（任意記載事項） 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  70 人 6 人 8.6％

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の低下、友人関係の縺れ 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の様子（出席状況、授業態度、交友関係、小テストの成績等）をクラス担任ミ

ーティングで共有し、注意を要する学生に対する支援策を都度実施している。 

また、クラス担当者以外にコースや学科の責任者及び就職・学習支援担当者による

個々の学生に適した指導、助言、相談等を実施している。 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福

祉 

教育・社会福

祉専門課程 
保育専攻学科 - - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1 年 昼間 

800 単位時間

300 

単位時間 

690 

単位時間 

120 

単位時間 

0 

単位時間 

0 

単位時間 

1,110 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10 人 0 人 0 人 0 人 3 人 3 人

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）について毎年度、学科会議により授業科目の設定・講義内容

についての検討に基づき、各授業（各学科）担当教員により作成を行っている。なお、

専門分野に関する企業、団体等との連携により教育課程編成委員会を設け意見交換を

行い、取り入れるべき技術要素の提案および改善点の指摘を受け、期末に見直しと内

容の更新を行い、各授業科目の内容に反映させている。 

授業計画（シラバス）を作成する際に、「授業計画（シラバス）作成ガイドライン」



を定め、各教員はガイドラインに従って授業計画（シラバス）を作成している。

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業

内に行う効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校において必要と認めた

場合に限り、追試験又は再試験等を行うことがある。追試験は事故等やむを得ない理

由により試験等を受験しなかった者に対して行う。再試験は試験等受験の結果、不合

格となった者に対して実施する。 

学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０

点以上、優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満と

する。 

授業科目の成績は、前項の５種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に定める

基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、以下に定める授業時数以上を履修し、かつ

以下に定める単位数以上を修得し、卒業審査に合格した者について、校長が行う。 

保育専攻学科は８００時間（３０単位）

学修支援等 

（概要） 

個別相談・指導等で対応するほか、学生の事情に応じ、家庭への電話、Ｅメール等で

連絡、個人面談、保護者との連携、専門家によるカウンセリング等を実施している。

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

5 人

（100％）

0人

（0％）

4人

（80.0％）

1人

（20.0％）

（主な就職、業界等） 

誓和保育園、韮崎カトリック白百合幼稚園、山梨英和カートメルこども園、市川三郷

町（保育職） 

（就職指導内容） 

学内業界研究セミナーや就職ガイダンス等において履歴書やエントリーシートの書き

方、説明を実施、随時、個別面談を行っている。 

適性検査、就職模擬試験（筆記試験）と模擬面接を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

幼稚園教諭 

（備考）（任意記載事項） 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 



  5 人 0 人 0％

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生の様子（出席状況、授業態度、交友関係、小テストの成績等）をクラス担任ミ

ーティングで共有し、注意を要する学生に対する支援策を都度実施している。 

また、クラス担当者以外にコースや学科の責任者及び就職・学習支援担当者による

個々の学生に適した指導、助言、相談等を実施している。 



②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

経理本科 

２年制学科 
200,000 円 600,000 円

220,000 円

～420,000 円
（経理本科２年制学科のその他）

コンピュータビジネスコースを選

択した場合は、340,000 円（年

額）とする。 

情報技術コースを選択した場合

は、420,000 円（年額）とする。

医療事務コースを選択した場合

は、240,000 円（年額）ちする。

税理士コースを選択した場合は、

220,000 円（年額）とする。 

ビジネス 

専攻学科 
200,000 円 600,000 円 220,000 円

介護福祉 

学科 
200,000 円 600,000 円 380,000 円

こども保育 

学科 
200,000 円 600,000 円 260,000 円

保育専攻 

学科 
200,000 円 600,000 円 260,000 円

修学支援（任意記載事項） 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

・学校経営の改革方針や自己評価等の質を高め、次への改善に繋げる

・学校運営や教育活動への学校関係者の協力や参画を得て、地域に開かれた信頼され

た学校作りを進める

・校長は学校関係者評価の結果をもとに適切な支援や条件整備等の改善措置を講ずる 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

株式会社 ネオシステム 

業務管理本部 人事総務部 部長 
2022.4.1～2024.3.31 企業等委員 

医療法人 恵信会 

法人本部 人事部 部長 
2022.4.1～2024.3.31 企業等委員 

ＴＫＣ西東京山梨会

井上卓己税理士事務所 所長 
2022.4.1～2024.3.31 企業等委員 

山梨県社会福祉事業団 

もえぎ寮 寮長 
2022.4.1～2024.3.31 企業等委員 

社会福祉法人 国母福祉会 

国母保育園 園長 
2021.4.1～2023.3.31 企業等委員 

住吉寿夫 

司法書士・行政書士事務所 所長 
2021.4.1～2023.3.31 企業等委員 

富水自治会長 2022.4.1～2024.3.31 近隣住民 



ベルクラシック甲府 

マーケティング部 チーフ 
2022.4.1～2024.3.31 

企業等委員 

近隣住民 

社会福祉法人 共立福祉会 

つくし保育園 
2021.4.1～2023.3.31 卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/ 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード H119310000193

（備考）

内
訳

－

－

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

28人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

28人

後半期

26人

17人

－

－

学校名

設置者名

大原簿記情報ビジネス医療福祉保育専門学校甲府校

学校法人大原学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

27人

21人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修了
できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その他
学修意欲が著しく低い状

況

0人 0人

0人 0人

「警告」の区分に連続し
て該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計 0人 0人

0人 0人

0人 0人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績
が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、
遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 －

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 0人 0人

出席率が８割以下その他
学修意欲が低い状況

0人 0人


